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研究成果の概要（和文）：教員を志す学生たちが、他国の学生たちと協力して授業を創り上げる

ことによって、幅広い視野を持つ教員を育成することを目指した。国の違う学生たちであって

も、一緒に授業を創るパートナーとなり得ることが示された。しかし、学生たちは(1) 国と文

化を一体化し、社会の中の多様性に向きにくい、(2)徳育的な目標を設定しがち、という傾向が

あった。この学生たちが、どのような教員になっていくかが、今後の課題である。また、授業

を受けた子どもたちへの議論と評価ができていない。

研究成果の概要（英文）：We have aimed to foster a broad perspective teachers. It is because
students in other countries and Japan were made by creating a class together. Even
students of different countries, shows that you can create a class with a partner. However,
students tended to be two. (1) Integrating the country and culture. Unaware of the
diversity of society. (2) Tends to be a moral lesson goals. Students in the future, what would
become a teacher like? We make sure that. We are not able to discuss and evaluate children
who classes.
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１．研究開始当初の背景
愛知教育大学ならびに研究代表者は，教員

養成大学として国際交流を広く行ってきた。
また，研究代表者や連携研究者は，国際協力
機構(JICA)の研究コースを実施したり，ユネ
ス コ (UNESCO) の 支 援 に よ る ACCU
International Exchange Programme により，
大韓民国の大学校等との学生の訪問等も行
っている。

愛知県は，国際的な企業が多くあり，その
ため外国籍の子どもたちがとても多い。そこ
で，現代的教育ニーズ取組支援プログラム
（現代 GP）として，「外国人児童生徒のため
の教材開発と学習支援プログラム」を推進し
た。

愛知教育大学は，愛知県で教員になる学生
が多い。よって，国際的な視野を持つ教員の
養成は急務であると考えられる。本研究は，

機関番号：１３９０２

研究種目：基盤研究（C）

研究期間：2007～2010

課題番号：１９５３０８０３

研究課題名（和文） 海外での教育実習による幅広い視野を持つ教員の養成

研究課題名（英文） Training of the teacher who has wide view by student teaching

in foreign countries
研究代表者

江島 徹郎 （EJIMA TETSURO）

愛知教育大学・教育学部・准教授

研究者番号：１０３３５０７８



児童生徒の支援だけではなく，教員養成その
ものにおける取り組みが必要である，との認
識から組み立てられた。

２．研究の目的

本研究は，海外での「教育実習」を通して、
幅広い視野をもつ教員を育成することを目
的とする。具体的には，海外国際交流協定締
結校との間で，本学学生が海外における小学
校等で実際に観察・参加・実習を行い，その
効果を明らかにする。さらに海外国際交流協
定締結校の学生が，本学附属学校園等で同様
の教育実習を行う。その相互の効果も明らか
にする。

３．研究の方法

本研究は，以下の(1)～(3)を毎年度繰り返し
ながら，深化を進めることによって行った(図
1)。

海外日本

本学学生 海外学生

教育実習教育実習

図 1 本研究の基本的な枠組み

(1)海外国際協力締結校(晋州教育大学校) → 
愛知教育大学

研究代表者ならびに連携研究者は，本研究
に参加を希望する学生・大学院生を学内公募
し，選抜する。

晋州教育大学校の研究協力者は，本学で教
育実習を行う学生を公募し，選抜する。

5 月，研究協力者が海外国際協力締結校の
学生を引率して，本学を訪問する。本学の学
生・大学院生が翻訳などのサポートを行う。

本学の学生と海外国際協力締結校の学生
は，地域の小学校などでの「教育実習」を行
う。

事前ならびに事後調査などを行い，これを
評価する。

(2) 愛知教育大学  → 海外国際協力締結校
(晋州教育大学校)

９月，研究代表者ならびに連携研究者は，
本学の学生を引率して，海外国際協力締結校
を訪問する。本学の学生と海外国際協力締結
校の学生・大学院生と一緒に授業の検討を行

う。海外国際協力締結校の附属学校などでの
「教育実習」を行う(図 2)。

図 2 韓国の小学校で授業を行う本学学生と

子どもたち

事前ならびに事後調査などを行い，これを
評価する。

(3) 検討

研究代表者ならびに研究協力者は，本研究の
検討を行う。

また、研究代表者ならびに研究協力者は、次
のような点に留意した。
(1) 基本的に参加する学生が中心になって準
備などを行うよう促す。
(2) 上記の学生たちに，お互いの留学生や留
学経験者，以前のプログラムへの参加者に積
極的に参加してもらえるよう促す。
(3) 相互のコミュニケーションを円滑に行う
ために，e-Learning システムなど用意した。

４．研究成果

本研究は、以下のように行われた。

年月 参加学生 小学校

2007 年

5 月

晋州教育大

学部 12 名
知立東小

2007 年

9 月

愛知教育大

学部 13名院 7名

晋州教育大

附設小

2008 年

5 月

晋州教育大

学部 13 名
知立東小

2008 年

9 月

愛知教育大

学部 13 名

晋州教育大

附設小

2009 年

5 月

晋州教育大

学部 12 名
知立東小



2009 年

9 月

愛知教育大

学部 11名院 1名

晋州教育大

附設小

2010 年

5 月

晋州教育大

学部 12 名
知立東小

2010 年

9 月

愛知教育大

学部 9 名院 3 名

晋州教育大

附設小

図 3 参加学生と小学校

また、本学学生が授業のテーマとしたことを、
以下に挙げる。

年度 テーマ

日本に古くからある遊びに触れる－

けん玉を通して－

日本と韓国の昔話

食を通して日韓の文化の違いを学ぶ
2007

独楽を通して日韓の文化を見つめ直

す

水引・熨斗袋から贈り物をする際の心

遣いを学ぶ

茶道を通してもてなしの心を

日本の文化（扇子作り，投扇興）
2008

七夕まつりを通じて知る願掛けの文

化

お菓子から考える食文化

音楽を通して国際交流のきっかけを

持とう

エコ活動

2009

日本の遊び

折り紙で忍者手裏剣を作ろう！！

地域から見る民族衣装

はっけよ～い，のこった！晋州場所開

幕！！

2010

日本の正月

図 4 本学学生の授業のテーマ

主な研究成果は以下のとおり。

(1) 交流をすすめるにつれて、学生の言語が
大きなウェイトを占めることがなくなって
きた。すなわち「日常」の交流がすすむよう
になった。

(2) しかし、より相手の言語や歴史、文化に
ついて学習する必要を指摘する意見もあり、
検討を進める必要がある。
(3) 一方、学生たちは、授業を計画する際、
国と文化を一体化し、社会の中の多様性に向
きにくいことが分かった。なぜそうなるのか
を検討する必要がある。
(4) 国や文化の比較でないようにしようとす
ると、学生たちは、徳育的な目標を設定しが
ちである。これも理由を明らかにする必王が
ある。
(5) 本研究に参加した学生たちは、その後も
海外国際協力締結校の学生たちとの交流を
続けているものがいる。このことは、国の違
いを越えていける可能性、すなわち幅広い視
野の涵養がある程度成功している可能性を
示唆している。
(6) すなわち、国の違う学生たちであっても、
一緒に授業を創るパートナーとなり得るこ
とが示された。
(7) この学生たちが、どのような教員になっ
ていくかが、今後の課題である。本研究は大
学の修学年限と同じ 4年の計画であったので、
その後教員になった学生たちの追跡が計画
に含まれていない。今後これに取り組んでい
く。
(8) また、授業を受けた子どもたちへの議論
と評価ができていない。
(9) 本研究の成果を、教員養成のカリキュラ
ムに正規の形で組み込むことができていな
い。一部は組み込むことを試みたが、問題も
多かった。今後の課題である。
(10) 本研究の計画の一部(3 か国以上での「教
育実習」)が、費用や期間、体制の問題等もあ
り、実行できなかった。もしこれができれば、
さらなる知見を得られた可能性がある。
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